
























































































めることができるが、これは、凝然 獨自の資料を持っていてそのように判斷したわけではなく、單に普寂が住した洛陽の華嚴寺を、當時 華嚴宗の祖庭として名高かった長安の華嚴寺と誤認 からに過ぎない。
５
．凝然がそのように誤認した理由は、 が住していた華嚴寺が普寂存命中の開元二十一年（七三三）に「同
















































































































































































鑑眞や思託の來日によって、弟子の指導を彼らに委ね、 「律師」を辭することが可能となり、常々抱いていた山居の本懷を遂げた であろう。とはいえ、これ以降、比蘇寺に籠もりっきりになったということではなく、大安寺との間を往來する生活を送ったもの 考えられる。
　これに關聯して注意すべきは、都城と山林を往來する二重生活は、實は、當時、中國の「北宗禪」の人たちの間


































































が、こうした思想を持つ道璿であってみれば、彼が積極的に在家教化に努めたとし も驚くには當たらない。實際、石川恒守（生歿年未詳） 傳記である、 『延暦僧録』の「瀧淵居士傳」には、彼が道璿の菩薩戒の弟子となり、佛道に勵んだとして次のように述べている。
─ 40 ─







































































































めて重要な事件であった。これ よって眞の意味での天台宗の獨立が果たされ、やがて平城京（ 「南都」 ）を凌駕す
─ 44 ─
る佛教の一代中心地（ 「南都」に對して「北嶺」と呼ばれる）が形成されるに至ったのである。後世、次々に現れる佛教の革新者たちの多くが比叡山 學んだことを思えば、その意義はいくら強調してもしすぎ ことはないであろう。
　もう一つ大乗戒壇の設置に關して忘れてならないのは、これがもともと最澄の高邁な理想主義に發するもので
あったことは確かであるにせよ、結果的には、 （そもそも道璿が招かれる理由ともなった）戒律を重視しない日本佛教に特有の傾向を助長す ことになったという點である。肉食妻帯や寺の世襲を認める淨土眞宗のような佛教が生まれる 至った遠因は、恐らく こ まで遡るり る ろう。このように考えてくると、この事件が日本獨自の佛教が形成されるうえで果たした役割の大きさが痛感されるのである。
　薗田香融氏は、最澄が大乘戒壇の設立を目指したところに、國家權力からの離脱の意圖があったとして次のよう
に述べている。
















































井上 　薫『奈良朝佛教史 吉川弘文館、一九六六年）四九三頁。結城令聞「華嚴五教章に關する日本・高麗兩傳承への論評」 （ 『印度學佛教學研究』二四
─
二、一九七六年） 。
　同 　「華嚴章疏の日本傳來の諸説を評し、審詳に關する日本傳承の根據と、審詳來日についての私見」 （ 『南都
佛教』四〇、一九七八年） 。

















































（（） 　伊吹敦「北宗禪における禪律一致思想の形成」 （ 『東洋學研究』四七、二〇一〇年） 。
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と説いている。しかし、道璿は、中國で禪の大家として皇帝も認めた普寂の弟子である。しかも、彼が日本に來たのは、禪を傳えるためであったと考えられるから、當然 普寂のもとで禪修行 完成し、印可を得ていたはずである。そのような道璿が、それも晩年になって、新たに「自然智宗」を學ぶといったことがありうるとは思えな 。
（






































（（） 　『傳教大師全集』初版本、第二卷 五二八頁。再版本 第一卷、二一四頁。
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（（） 　最も代表的な例は、 『頓悟眞宗金剛般若修行達彼岸法門要決』を著わした侯莫陳琰であり、居士でありながら、師の神秀に「智達」という法號をもらったという。また、普寂の俗弟子、 「李府君夫人嚴氏」 、義福の俗弟子、 「薛氏故夫人」も、それぞれ「眞如海」 、 「未曾有」という法號を師 らもら ている。これらについては、以下 拙稿を參照されたい。










（（） 　ここに掲げた人々は當時一流の知識人たちであり、道璿の思想を十分に理解しえた人々である。このような人々が周圍にいたのであれば、 『集註梵網經』の讀者として、出家だけでなく在家の人々 想定していた可能性は十分にありうる。實際のところ、 『集註梵網經』には、在家に配慮したと見られる内容が處處に見られるのであるが、これ ついては、註 （
（） で言及した『世界漢學』掲載豫定の中國語論文を參照されたい。
（

























（（） 　これについては、拙稿「最澄が傳えた初期禪宗文獻について」 （ 『禪文化研究所紀要』二三、一九九七年）を參照。
